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市場変化と環境配慮設計への挑戦！
フルデジタル化で企業価値を最大化

Sustainable Manufacturing

Engineering Accelerator



富士通が目指すサステナブルなものづくり
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製造業は、気候変動や地政学的緊張、顧客ニーズの変化、資
材やエネルギーコストの向上、人材不足など、多くの課題に
直面しています。

これらの課題に対処するために、製造業は効率性を追求する
ことで競争力を強化することができます。企業全体の効率性
を高めるためには、バリューチェーン全体でのモノとプロセ
スのリアルタイムな可視化が必要です。

この包括的な可視化のアプローチとることで、企業の効率性
と透明性を生み出し、持続可能な製造業へと変革することが
できます。

富士通は、高度なデータ能力と深い業界専門知識を
もとにエンドツーエンドのデータを収集・管理・分
析するオファリングを提供し、製造業者が効率性と
透明性を向上させるご支援をしています。
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設計・開発フェーズにおける
市場ニーズや環境負荷への迅速な対応

解決する課題

設計・開発の領域では、市場ニーズの変化や環境負荷への迅速な対応が求められて
います。

しかしながら、設計・開発の現場では、開発プロセスの属人化、企画から製造まで
のプロセス間の断絶、データのサイロ化などがおこっており、人が情報をつなぐこ
とで業務が成り立っている状況です。このやり方のままでは、市場ニーズや環境負
荷への対応を迅速に行い、イノベーション創出とQCDEをバランスよく達成すること
は困難となっています。
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市場ニーズの変化や環境負荷への対応を迅速に
行い、イノベーション創出とQCDEをバランス
よく達成するためには、設計・開発のやり方の
構造転換が求められます。富士通は、デジタル
スレッドで業務をつなげ、設計・開発プロセス
を可視化および自動化することで、ニーズ変化
や問題対応への迅速な意思決定を可能にします。

また、高度な解析・シミュレーションを手軽に
行えるクラウド環境で、バーチャルに徹底した
試作・試験を行うことを可能にします。

富士通が描く設計・開発プロセス

≡

<

<
5

長きにわたりお客様に提供してきた業務コンサル
ティングとシミュレーション技術活用をもとにした
富士通のオファリング
「Engineering Accelerator」が、皆様の設計・開
発プロセスの革新をどのようにご支援するかの例を
次ページ以降で紹介します。
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HPC デジタルアニーラ

CAD

業務プロセス

データ・資産

開発手法

インフラ環境

計画 タスク コスト

コラボレーション

セキュリティ

プロジェクト早期判断に向けた
業務プロセス可視化

情報の一元管理と変化に素早く
対応するデジタルスレッド

クラウドエンジニアリング環境
を活用したデジタルリハーサル

Business workflow management

Data management

Engineering workspace

Plan Develop Design Prototype Validate Procure Manufacture Service

BOM BOP

Engineering Accelerator の解決へのアプローチ
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プロジェクト早期判断に向けた設計プロセス可視化

プロジェクト プロセス

解決策 1
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業務プロセスがデジタル
化されている画面です。

全てのプロセスとプロ
ジェクトが表示されてい
ます。
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リソース不足！

工程ごとの最新状況が確
認できます。

リソース確保の影響によ
り作業期間が延びる等が
わかります。

解決策 1 プロジェクト早期判断に向けた設計プロセス可視化
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期間変更

画面からプロセスの期間
変更が行えます。

データを基にプロジェク
ト全体への影響を把握す
ることにより、迅速な意
思決定が行えます。

解決策 1 プロジェクト早期判断に向けた設計プロセス可視化
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情報の一元管理と変化に素早く対応する
デジタルスレッド

①
②
③

① ③②

①サブプロジェクト新規作成

③仕掛情報を含めた設計データ一元管理

②サブプロジェクト運営

過去プロジェクト流用

テンプレート利用

ガントチャート チェックリスト

バリエーション管理

解決策 2

製品開発のサブプロジェ
クト定義は、豊富なテン
プレートから新規に作成
したり、過去の類似サブ
プロジェクトを流用する
ことができます。

各サブプロジェクトは、
ガントチャートやチェッ
クリストを利用して運営
します。

複数仕様の組み合わせに
よる製品バリエーション
に対しても、チームでの
設計が容易にできます。 ≡
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チャット機能を利用した
タイムリーなコミュニケーション

チャット機能を利用した
タイムリーなコミュニ
ケーションにより、コラ
ボレーティブな設計・開
発が可能です。

解決策 2
情報の一元管理と変化に素早く対応する
デジタルスレッド
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クラウドエンジニアリング環境を活用した
デジタルリハーサル

Engineering WS

HPC、デジタルアニーラが
クラウド環境で利用可能

解決策 3

HPCや量子現象に着想を
得たデジタルアニーラな
ど、テクノロジーを活用
した高度な解析・シミュ
レーションを手軽に行え
るクラウド環境をご用意
しています。

デジタル技術を活用し
バーチャルに試作・試験
を行うことを「デジタル
リハーサル」と呼んでい
ます。
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最適化後

部品点数

70%
削減

デジタル
アニーラ技術

最適化前

クラウドエンジニアリング環境を活用した
デジタルリハーサル解決策 3

富士通のデジタルアニー
ラ技術によるシミュレー
ションで、従来の計算で
は時間がかかり過ぎてい
たコンデンサの配置最適
化において部品点数を
70％削減することができ
ました。

必要なツール、計算リ
ソース、サービスを柔軟
に活用していただくこと
で、お客様のイノベー
ションを加速させます。
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Engineering Acceleratorの期待効果

01 02 03

経営判断の迅速化 フロントローディングと
シミュレーション自動化
による開発期間の短縮

得意分野が異なる
複数企業の共同開発による
新たなイノベーション創出

プロジェクト管理の可視化 デジタルシミュレーション 共創開発環境

• リソース投資判断が可能
• 業務デジタル化によるAI活用基盤
の実現

• 不採算プロジェクトの早期検知と
確実な是正対応
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富士通の専門家が、お客様固有のエンジニアリング業務の課題を
解決するための協力方法についてご説明します。

お問い合わせはこちらからお願いします

お問い合わせ

本資料内容に関するお問い合わせは、担当営業にご連絡い
ただく、または、左記のお問い合わせサイトからお願いた
いします。
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